
～暦の上では“白露”の候ですが、もうしばらくは暑さが続くとの予報も出
ています。農作業時はこまめな水分補給と適度な休憩で熱中症対策を講じて、
慣れた農機具操作についても気を緩めず安全第一を心掛けましょう～
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1.農作業中の事故にご注意！
今年度も県下各地で農作業に係わる死亡・重傷事故の報告がされてい

ます。秋の農繁期となり疲れもピークとなりますが、安全対策を行った
上での農作業としてください（以下に県に報告があった案件を記載）。
＜死亡事故＞
＊5月 高齢者が熱中症で死亡（暑さへの対応力が落ちていたと推察）
＊5月 農薬散布車運転中、木に挟まれ死亡（脇見と推察）
＊7月 トラクターの片輪が法面から脱輪・転倒し、下敷きとなり死亡
＊8月 乗用草刈機が法面に乗り上げ転倒し下敷きになり死亡
＜重傷事故＞
＊操作不適＊農薬散布車のギア操作ミスで同車が動き出し車庫に衝突

＊裁断機のエンジンを停止せずに詰まったものを出そうとし
たところ同機が動き出し、右手中指を切断

＊不 注 意＊乗用草刈機を軽トラックから下ろす際に落下し下敷き
＊トラクターが法面から落下し運転手・補助者双方が負傷
＊その他、つまずきによる転倒、落下事故も起きています。

今年も9月初旬に稲刈りが本格的にスタートしました。毎年この時期に
は5月の田植え期同様に、作業後に泥土をつけたままの農機が道路に出る
ことによって道路上に土の塊が放置されるケースが散見されます。
交通の安全にも支障をきたす恐れがありますので、泥土が道路上に残っ
てしまった場合は、スコップや竹箒等で元のほ場等への掃き戻しを行うよ
う心掛けましょう。

２.稲刈り・秋起こし後の道路に
落とした泥土は片付けよう



４．地域ぐるみでクマ対策を！
先月末、開催されたクマの学習会には村内外から多くの方が参加し、ク

マの生態を含めた正しい知識を身につける良い機会となりました。
これからの時期、里山には秋の実りが豊かとなり、冬眠に向けて活動が

活発化するクマと遭遇する危険性も高くなります。
クマを人里に寄せ付けない、また自身の安全を守るために、以下の対策

を地域ぐるみで取り組みましょう。
＜注意事項＞

☑音の出るものを携帯し、自分の存在のアピールを！
☑クマの行動が活発となる早朝や夕方は特に周囲に気を配って行動を！
☑クマが身を潜めやすいヤブの刈払いを行い、見通しの改善を！
☑１人で行う作業から複数で行う作業への切り替えを！

＜誘引物の適切な管理＞

☑生ゴミや果実・野菜の廃棄残さは埋設等適切な処理をしましょう！
☑果樹園においては、収穫後の果実を残さずに除去しましょう！
☑食品保管庫等の施錠等を行いクマを侵入させないようにしましょう！
☑ガソリン等もクマを誘引するため保管場所には施錠をしましょう！

5.蜜蜂飼育は届出が必要です
養蜂振興法により、みつばちを飼育するためには、種類、規模、蜂

蜜販売の有無に関わらず、毎年「蜜蜂飼育届」の提出が必要です。
みつばちを飼育されている方で、まだ未届の方は至急提出をお願い

します（様式、詳細は村ホームページに掲載しています）。

今年に入ってから、クマに養蜂箱を荒らされる被害が発生していま
す。村では電気柵の設置補助を行っています。安全にみつばちを飼養
するため、電気柵の設置をご検討ください。

3.爆音機の騒音にご注意！
農作物被害を防止するため爆音機を使用する際は、騒音防止の観点から

以下の点について十分な配慮を行なってください。
＊爆音機は住宅から直線で200ｍ以上離れた場所に設置してください。
＊爆音機の使用は日の出から日没までとし、早朝・夜間は使用をしない。





問合わせ先 中川村営農センター事務局（役場 農政係）電話：８８-３０４２)

7.生産者と働き手をつなぐ
『１日農業バイトアプリ』

８．『ワイヤーレスロボット
草刈機実演デモ会の開催』

村では草刈りの負担軽減を図るため、自動ロボット草刈機の実演デ
モを行います。これまでのロボット草刈機は草刈りを行う範囲を境界
ワイヤーで囲う工事が必要でしたが、今回、実演に使うのは、境界ワ
イヤー工事の必要がなく、スマートフォンアプリから草刈エリアを設
定できる通信機能を備えたワイヤーレスのロボット草刈機です。
●日時 ９月24日（水）13:30～14:30
●場所 中川村 西原果樹園（片桐2023番地⇒右のQRコード）
●機種 ロボット草刈機X7Pus（ホンダウォークPLOW）
●申込 不要（現地集合・受付）


